
❖団体名 特定⾮営利活動法⼈ ⽇本チェルノブイリ連帯基⾦ 
❖ASC2021 実施⽇ 2024 年 8 ⽉ 29 ⽇ 

    
❖セフルチェック結果    

指針項⽬ 項⽬数 実現している項⽬数 実現していない項⽬数 
  組織運営基準 18 16 2 
  事業実施基準 11 11 0 
  会計基準 11 11 0 
  情報公開基準 4 4 0 

  合 計 44 42 2 

    
❖アカウンタビリティへの考え⽅    

 ⾃然災害や戦闘の災禍の下にある脆弱な地域社会に⽣活する⼈々を⽀援する団体が裨益者
の⼈権と命を守るために必要な必須基準。まず困難な状況にある⼈々の命と尊厳を守るためのア
プローチ規範にのっとり、⼀⽅で⽇本国内の⽀援者への活動内容の情報公開をきちんと⾏わなけ
ればならない。 

❖アカウンタビリティ向上の取組み紹介   

１． 活動を⽀える規則の整備。 
２． ⽇本国内への⽀援者への活動内容の情報公開の推進。 

❖上記取組みの実施状況    

１． 既存規定内（会計基準、就労規則）に資⾦や物品の調達に関しての規則の明⽂化、
⾏動基準を踏まえたハラスメント禁⽌と発⽣時の対応に関する規則の明⽂化を今年度
中に理事会で承認する予定。 

２． 海外のプロジェクト・マネージャーからの現地報告と⽇本の市⺠との対話会を WEB を使っ
て⾏った。（ウクライナ、ウジホロドのヤナさんと松本市⺠・信州⼤学⽣の Zoom ミーティン
グ 80 名参加） 
また、当団体の広報誌に⽀援先の⼈々の声を紹介した。  

 


